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要 　　　約
近年，人々の外食の機会が増え，市販食品や外食の栄養成分表示が必要とされている．「健康日本
」では，外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考にする者の割合を増加させることが目標に
挙げられている．大学生は単身生活者が多く，外食の機会も多いため，外食時の適切な食事摂取は健
康の維持増進のため重要である．
そこで，川崎医療福祉大学 	階レストランにて栄養成分表示を行った．レストラン利用者を対象に
栄養成分表示の認知度についてのアンケートを実施した．対象者を性別，体格別および臨床栄養学科
とその他の学科に属する学生に分けて認知度の違いについて比較した．男性は女性に比べて栄養成分
表示を見て参考にし必要に感じている割合は小さかった．また，肥満群は栄養成分表示を必要に感じ
ている割合は大きかったがエネルギー量を参考にしてメニューを選ぶ割合は小さかった．臨床栄養学
科学生に比べ他学科学生は自分の栄養所要量を知っている割合は小さかった．また，他学科学生のう
ち栄養所要量を知らない学生はメニューの決定時に栄養成分表示の必要性を感じない人が多かった．
以上のことより，栄養成分表示を参考にする人の割合を増加させるためには，ただ栄養成分表示を
するだけではなく表示の見方や利用の仕方などの栄養教育を行うことが重要であると考えられた．
は じ め に
近年，人々の外食の機会が増え，ほとんど毎日 回
以上外食する割合は歳代男性で	，女性で
であると報告されている．平成年には文部省
（現 文部科学省），厚生省（現 厚生労働省），農林水産
省が「新しい食生活指針」を作成し栄養成分表示を見
て食品を選ぶ習慣を身につけましょうと提唱している．
また厚生省（現 厚生労働省）が公表した世紀の国
民健康づくり運動「健康日本（世紀の国民健康
づくり運動）」の栄養・食生活の項では「外食や食
品を購入する時に栄養成分表示を参考にする者の割
合を増加」させることを目標のひとつに掲げている．
地域によっては既に地域内の飲食店と協力して「外
食の栄養成分表示」に取り組むなど，住民の健康増
進のためのさまざまな事業が展開されている．
基本的な食習慣はその人の幼児期に下地が出来上
がり，大学生の年齢層を過ぎると意識して変えない
限り変わりにくく，単身生活者が増えて外食の機会
も多くなるため，食品の成分表示は外食時の適切な
栄養素等量を摂取し健康維持するために重要であ
るとも言われている．
そこで今回本学の学生レストランに栄養成分表
示	を行い，栄養成分表示の認知度について男女
別，体格別および専門教育別に比較検討した．
方 法
川崎医療福祉大学 	階レストラン（株式会社両備
フーズ 　川崎医療福祉大学店）において，栄養成分表
示前（平成	年 月	日）に外食の栄養成分表示に
関するアンケートを実施した．アンケートは食券購
入時に手渡し，自己記入方式とした．回収はレスト
ラン出入り口に回収箱を設置し回収した．その後栄
養成分表示を開始し 	週間経過後，表示前アンケー
ト実施日と同じ曜日（平成	年 
月日）に同様の
アンケート調査を行った．アンケート項目を表に
示した．アンケートは，無記名で外食栄養成分表示
に対する意識について，性別，体格別および学部学
生のうち普段栄養関連教育に興味関心を持つと考え
られる臨床栄養学科学生と臨床栄養学科以外の学生
（以下，他学科学生）に分け比較した．
なお，栄養成分表示はレストランの調理担当責任者
よりメニューの分量を聞き取り『エクセル栄養君 訂
	』を用いて栄養価計算を行い，エネルギー量，
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表  栄養成分表示に対するアンケート項目
たんぱく質量，脂質量，炭水化物量，カルシウム量，
食塩量を数値のみで表示した．メニュー数はセットメ
ニューが約数種，単品メニューが約 種であった．
対 象
川崎医療福祉大学 	階レストランの利用者は，栄
養成分表示前は	名でアンケートの回収率は
（名うち男性が名，女性が名，無記入が 	名）
であった．利用者平均年齢は±歳（男性が
±	歳，女性が±
歳）であった．学部学
生が
名，その他教職員等が	名であった．表示後
の利用者は	名でアンケートの回収率は

（
名うち男性が名，女性が
名，無記入が 名）で
あった．利用者平均年齢は±歳（男性が

±	
歳，女性が±歳）であった．学部学生
が名，その他教職員等が
名であった．
なお，これらのアンケートのうち調査解析には学
部学生のみを用いた．
結 果
レストランメニューに表示した栄養価計算結果と
共に歳代における 日の主要栄養所要量の   	
量を表 に示した．
レストランの各メニューの栄養素等量を，歳代
の栄養所要量と比較するとカルシウム量が 日の所
要量の   	量を満たしていたのは 品のみで他の
メニューではカルシウム含有量が著しく少なかった．
また食塩の量が多いメニューが目立った．
レストランの栄養成分表示に対する認知度 	

表  レストランメニューの栄養成分量
回収したアンケートを性別に分類すると，栄養成
分表示前は
名のうち男性は名，女性は
名で
あった．栄養成分表示後は名のうち男性は
	名，
女性は
名，無記入は 
名であった．性別による
レストランメニューの栄養成分表示に対する関心度
を比較した結果を図 に示した．栄養成分表示後，
その表示を「見た」，「何となく見た」と回答した
男性はそれぞれ，であり，女性は
	，
	
であった．両者合わせると男性は			（
名），女性は
（名）が栄養成分表示を見てお
り，女性の方が男性に比べて栄養成分表示に対する
関心度は高かった．一方，男性は
（名）が
栄養成分表示を「見ていない」と回答した．
図  レストランメニューの栄養成分表示に対する関心度
の比較（性別）
栄養成分表示を見たと回答した男性名，女性名
のうち，栄養成分表示を参考にしてメニューを選択し
ているかどうかを比較した結果を図 に示した．栄養
成分表示を「参考にした」，「何となく参考にした」と
回答したのは男性がそれぞれ，で，女性
が，	であった．男性の，女性の

は栄養成分表示を「参考にしていない」と回答した．
そこでレストランのような公共施設において栄養
成分表示の必要性があると思うかどうかについて質
問した結果を図 	に示した．栄養成分表示の必要性
を認めた男性は
（名），女性は	（名）
で女性の方が男性に比べて栄養成分表示が「必要で
ある」と感じている割合が大きかった．しかし，男
図  レストランメニューの栄養成分表示に対する参考度
の比較（性別）
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図  レストランメニューの栄養成分表示に対する必要性
の比較（性別）
性，女性とも約 割の人が，栄養成分表示の必要性
について「よくわからない」と回答していた．
栄養成分表示をすることによりメニューの決定理由
にどのような影響が及ぼされたかを図 に示した．栄養
成分表示前は男性が「量やボリューム」で決める割合が
大きかったが，栄養成分表示をすることにより「塩分量」
で決める割合が	（ 名）から（ 
名）に，「エネ
ルギーの量」でメニューを決める割合が
（ 名）か
ら（名）に増加した．女性は，栄養成分表示前
では「量やボリューム」で決めるより「見た目のバラン
ス」で選ぶ割合が大きかった．しかし栄養成分表示をする
ことにより，「塩分量」で決める割合が
（ 名）
から（ 	名）に，「エネルギーの量」で決める割
合が（名）から（	名）に増えたが，
その割合は全体のに及ばなかった．
日本肥満学会による肥満判定基準を用い，
 （）が未満の人をやせ群，が
以上未満の人を普通群，が以上の人を肥
満群に分類し比較した．身長および体重はアンケート
に自己記入した値を用いた．栄養成分表示前のアンケ トー
図  レストランメニューの栄養成分表示に対する参考度
の比較（体格別）
で身長および体重の記入率は
（	名）であった．
やせ群は名（男性 名，女性	名）で，平均は
±
であった．普通群は名（男性
名，女性
名）で，平均は±であった．肥満群は 名
（男性 名，女性 名）で，平均は±	であっ
た．表示後の記入率は（名）であった．やせ群は
名（男性 名，女性）名で，平均は
±
であった．普通群は名（男性名，女性名）で平均
は±であった．肥満群は 名（男 名，
女性 	名）で，平均 は±であった．
体格別にレストランメニューの栄養成分表示を参考
にした人の割合を比較した結果を図 に示した．栄養
成分表示を「参考にした」，「何となく参考にした」と
回答したのはやせ群がそれぞれ，，普通群は
，	で両群とも約 
割の人が参考にすると
回答した．また肥満群では栄養成分表示を「参考にし
た」，「何となく参考にした」と回答したのはあわせ
てで 人中 人が栄養成分表示を参考にしていた．
体格別に栄養成分表示の必要性について質問した
図  メニュー決定理由（性別，重複回答）
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図  レストランメニューの栄養成分表示に対する必要性
の比較（体格別）
結果を図 
に示した．普通群は栄養成分表示の必要性
を認めたのは
（名）であり，残りの（名）
はその必要性についてよくわからないと回答し，「必要で
ない」と回答した者も 名いた．また肥満群は栄養成分
表示が必要であると回答したのは
（ 	名），やせ群
は（名）で普通群に比べて栄養成分表示を必要
に感じる割合は差がなかった．メニュー決定理由を図 
に示した．やせ，普通および肥満群いずれの群も表示前
は「見た目のバランス」や「量やボリューム」で選ぶ割合
が大きかった．肥満群は，「量やボリューム」で選ぶ
割合はであった．表示後はいずれの群も「エネ
ルギー量」でメニューを決める人が増えたが，肥満
群ではわずか 名中 名の増加だけであった．
次に，学部学生のうち臨床栄養学科学生と他学科
学生に分け比較した．学科別利用学生数と平均年齢
を表 	に示した．最も利用者人数の多かったのは医
図  レストランメニューの栄養成分表示に対する関心度
の比較（学科別）
療福祉学科で次に多かったのは医療情報学科であっ
た．このうちわけは本学の各学科に在籍する学生数
の割合とほぼ同じであった．また各学科とも表示前
と表示後の利用者割合に差はなかった．
表示前は臨床栄養学科学生が名（男性 名，女
性名），他学科学生が名（男性名，女性
名）であり，表示後は臨床栄養学科学生が名（男
性 	名，女性名），他学科学生が名（男性
名，
女性名，無記入 
名）であった．臨床栄養学科
学生は他学科学生に比べて女性利用者の割合が大き
かった．利用者の平均年齢に差は認められなかった．
栄養成分表示の関心度について臨床栄養学科学
生と他学科学生を比較した結果を図 に示した．栄
養成分表示後，その表示を「見た」，「何となく見
た」と回答した学生は，臨床栄養学科学生ではそれ
ぞれ，	
であり両者合わせると
	の
図  メニュー決定理由（体格別，重複回答）
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表  レストラン利用学生数と平均年齢
学生は栄養成分表示を見ていた．一方，他学科学
生はそれぞれ，	が栄養成分表示を見て
おり，が栄養成分表示を見ていないと回答
した．
栄養成分表示を参考にしてメニューを選択している
かどうかを比較した結果を図 に示した．栄養成分表
示を見た学生のうち，栄養成分表示を「参考にした」，
「何となく参考にした」と回答した臨床栄養学科学生
がそれぞれ，	
であり約半数（
）の
学生は参考にしていた．一方，他学科学生はが
「参考にした」「何となく参考にした」と回答し栄養成
図 	 レストランメニューの栄養成分表示に対する参考度
の比較（学科別）
分表示を見た 人に 人が参考にしていた．残りの
	は「参考にしていない」と回答した．
そこで，栄養成分表示の参考度で「参考にしてい
ない」と回答した理由を推測するために各自 日の
栄養所要量の認知度について調べた結果を図に
示した．各自の栄養所要量を「知っている」「何と
なく知っている」と回答した学生は臨床栄養学科学
生がであったが，他学科学生はであり，
が「栄養所要量を知らない」と回答した．
また，日の栄養所要量の認知度が，栄養成分表示の
必要性に影響しているのではないかと考え，学部学生
図
 栄養所要量の認知度の比較（学科別）
レストランの栄養成分表示に対する認知度 	
名中，性別が明記されていた	名について栄養所
要量の認知度と栄養成分表示の必要性についてまとめ
表 に示した．臨床栄養学科学生も他学科学生も共に，
また男性女性共に各自の 日の栄養所要量を「知って
いる」と回答した学生全員が「栄養成分表示を必要で
ある」と回答した．「栄養所要量を知らない」と回答
した他学科学生の男性で（	名中名）が，他学
科学生の女性で（名中名）が栄養成分表示
の必要性について「よくわからない」と回答した．
次に，実際栄養成分表示をすることにより，メニュー
の決定理由にどのような影響が及ぼされたか両群で比
較し図に示した．臨床栄養学科学生は，栄養成分表示
前では「見た目のバランス」「量やボリューム」でメニュー
を選択しており他学科学生と差はなかった．栄養成
分表示後では，臨床栄養学科学生は「見た目のバラン
ス」で選んだ学生が	
（ 名）から	
（ 	名）
に減少し，「エネルギー量」で選ぶ学生が（ 
名）から（ 
名）に増加した．他学科学生は，
大きな変化は認められなかったが「塩分やエネル
ギー量」で選ぶ学生の割合が若干増加した．
考 察
川崎医療福祉大学 	階レストランではこれまで栄
養成分表示は一度もされていなかった．市販食品や
外食の栄養価の表示が望ましいという報告があ
ることや，外食の栄養成分表示に取り組むなど住民
の健康増進のためのさまざまな事業が展開されてい
るという報告があることを踏まえ，川崎医療福祉大
学	階レストランに栄養成分表示を行った．レスト
ラン利用者を性別および体格別にみると栄養成分表
表  栄養所要量の認知度と栄養成分表示の必要性
図 メニュー決定理由（学科別，重複回答）
	 武政睦子・三輪 　恵
示に対する関心度，参考度および必要度に違いがみ
られた．本学レストラン利用者のうち栄養成分表示
を参考にし，必要であると感じているのは男性より
女性の方が多かった．女性の方が男性よりも食べる
ことや食事内容に対する関心や興味があることがう
かがえた．また，女性は学習体験や食生活の自己管
理の程度により栄養表示への関心が増すとの報
告もあり，本学レストラン利用者においても栄養教
育や学習体験の場を設けることで栄養成分表示の認
識度が高まることが期待できる．
体格別にみると肥満群がやせ群や普通群に比べて
参考度は高かった．しかし，実際に栄養成分表示を
しているにもかかわらず「エネルギー量」を参考に
してメニューを選ぶ割合は小さかった．一方，近年
歳代女性のやせの問題が取り上げられており栄
養成分表示を行っているにもかかわらず，やせ群に
おいても「塩分量やエネルギーの量」でメニューを
決める割合は小さかった．やせ群および肥満群にお
いても，栄養成分表示を参考にして自分に適したメ
ニューを選択できる知識が必要であると考えられる．
本学の専攻内容の異なる臨床栄養学科学生と他学
科学生でも栄養成分表示に対する関心度および参考
度に違いがみられた．
実際に栄養成分表示をしているにもかかわらず他学
科学生は臨床栄養学科学生に比べて外食の栄養成分表
示を見て参考にする割合は小さかった．他学科学生で
はメニューを決める際に栄養成分表示を見ていない
と回答したのはで半数の学生は関心がなかっ
た．当レストランではランチ，弁当，丼 種以外のメ
ニューがほぼ固定しており，何度も通えばメニュー
や価格を覚えてしまうためにメニューを良く見る必
要がないことや，昼休みは混雑するためメニューを
見ないで食券を購入する人が多いことも関係してい
ると考えられる．その上，他学科学生は栄養成分表
示を見たにもかかわらずそのうち	の学生が参
考にしていなかった．理由の一つに，日の各自の
栄養所要量を知らないためどのように参考にしたら
よいかわからなかったのではないかと推測される．
日の栄養所要量を知っている学生のほとんどは栄
養成分表示を必要であると感じていた．また，栄養
成分表示をする方法についてもレーダーチャート式
のように 日の栄養所要量が理解できる表示をする
ことにより，利用者は栄養成分表示を具体的に参考
にすることができたのではないかと考えられた．
栄養成分表示は消費者に栄養情報を知らせるさまざ
まな効果があると報告されている．実際，今回
の調査でもメニューを選ぶ際エネルギー量の少ない料
理を選ぶ事ができるようになったという意見がある一
方で，栄養成分表示があるために気持ち良く食べられ
なくなったメニューがあるという意見もあった．この
ように栄養成分表示をする事は利用者に好まれる面を
与える一方好まれない面もあり栄養成分表示の必要性
をわからないと回答したのではないかと考えられた．
臨床栄養学科学生は，栄養成分表示のエネルギー
量を見てメニューを決定する学生の割合が増えた．
これは，他学科学生に比べて臨床栄養学科学生は女
性の割合が多く栄養成分表示に対する関心や興味が
高く，また 日の栄養所要量の認知度はであっ
たため，栄養成分表示を活用し参考にすることがで
きたと考えられる．一方，テレビや新聞等で食事や
栄養に関する情報が氾濫しているが，他学科学生の
半数は自分の 日の栄養所要量を知らないと回答し
栄養教育の必要性が感じられた．
平成年の厚生労働省国民栄養調査結果においても
栄養や食事に対する関心が低い人は栄養成分の表示を
活用していない という結果がある．また栄養学を
学び食生活を自己管理している者は料理の栄養成分
表示に関心を示すようになるという報告もある．
臨床栄養学科学生では栄養所要量の認知度がで
あったが，他学科学生は 人に 人は栄養所要量を知
らなかった．また，男子学生や体格がやせや肥満であ
る学生は実際に栄養成分表示を見て，エネルギー量や
食塩の量を参考にしてメニューを選ぶ学生は少なか
った．もっと一般大学生特に男子学生および体格がや
せや肥満であることを自分自身の問題と認識していな
い学生に対しても栄養教育および栄養成分表示に対
する認識度を高めるための教育の場が必要であると示
唆された．本学学生においても栄養教育の場を設ける
ことによりもっと栄養成分表示を理解し関心を持つ学
生が増えるのではないかと期待できる．栄養成分表示
を実施することによる効果は利用者が健康な食生活を
維持することを助け，また日常の食生活に関連した情
報が栄養成分表示を通して容易に具体的に理解する
ことを助けることになる	とも考えられている．
また日本人の平均カルシウム摂取量は，歳代男性が
，歳代女性がと栄養所要量の，

に比べて不足傾向であり問題視されている．「健
康日本」において，ヘルシーメニューの提供の増加と
利用の促進も提唱されており，当レストランで栄養成分
の表示をするだけではなく，大学生に適した栄養量のメ
ニューを提供することも必要であると考えられた．
以上のことより，特に男子学生や日頃栄養教育の場
の少ない大学生は栄養成分表示に対する認知度が低
かった．これは自分が 日にどれくらい食べたらよ
いかという栄養所要量の認知度が大きく関与するも
のであると考えられた．栄養成分表示の読み方，利
レストランの栄養成分表示に対する認知度 		
用の仕方に関する栄養教育を行い，各自の 日の栄
養所要量を理解することにより，外食の際に上手に
食品を選択することができるようになると考えられ
る．また，食生活への関心が増し，健康維持増進に
対する意識が高まることも期待できると考えられた．
今回の調査にあたり御協力頂いた川崎医療福祉大学 階
レストラン（株式会社両備フーズ 　川崎医療福祉大学店）
の皆様方に厚く御礼申し上げます．
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